
人の動き（１２月末日現在）

　人口　　３９，３１０人（－１３）

　男　　　１８，４０８人（－５）

　女　　　２０，９０２人（－８）

　世帯　１５，６７８世帯（＋１）

　出生　　　 　２０人（＋６）

　死亡　　　 　３６人（－２）

※外国人を含めた数値。（　）は前月比。

※広報いよし１月号で「男１８，４１２人、女２０，９１１人」

と記載しましたが、正しくは「男１８，４１３人、女

２０，９１０人」です。訂正してお詫びいたします。

市内の交通事故状況（１２月末日現在）

１２月 累計 前年比

発　生 １４件 １６５件 －６件

死　者 ０人 ３人 －１人

傷　者 １８人 ２１０人 －１６人

市内の街頭犯罪等発生状況（１２月末日現在）

１２月 累計 前年比

侵 　 入  　盗 １件 ４２件 ＋８件

自  動  車  盗 ０件 ２件 －３件

オートバイ盗 ０件 １２件 －５件

自  転  車  盗 ３件 ３４件 －２４件

車 上 ね ら い ４件 ２１件 －２４件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

２

４㈯ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

５㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

１１㈯ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

１２㈰ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

１８㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

１９㈰ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

２５㈯ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

２６㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

３
３㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

４㈰ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

※水道メーターから宅地側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：００～１７：００。

市税の納期（２月）

納期限 口座引落日

固定資産税

（第４期）

国民健康保険税

普通徴収

（第８期）

２月２９日（水） ２月２７日（月）

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
の
合
計
額

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）、
長
寿
介
護
課
（
内
線
５
５
９
）

　
世
帯
内
の
同
じ
医
療
保
険
加
入
者

が
、一
年
間
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
両
方
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
の
合
計

額
が
、一
定
の
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
支

給
額
が

５００
円
未
満
の
場
合
は
、
支
給
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
７
月
３１
日
現
在
、
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
お

り
、
支
給
条
件
を
満
た
す
方

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
計
算
期
間

　
平
成
２２
年
８
月
１
日
～
平
成
２３
年
７

月
３１
日

◎
対
象
期
間
内
に
市
町
村
を
超
え
て
転

居
し
た
り
、
加
入
す
る
医
療
保
険
が
変

更
し
た
り
し
た
場
合
に
は
、
通
知
で
き

ま
せ
ん
。

◎
７
月
３１
日
現
在
、
他
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
た
方
に
は
、
自
己
負
担
額

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
健
康
保

険
課
、
ま
た
は
長
寿
介
護
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口
　
健
康
保
険
課
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　　　伊予市役所　　　☎９８２－１１１１

　　　中山地域事務所　☎９６７－１１１１

　　　双海地域事務所　☎９８６－１１１１
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しせいニュースしせいニュース

■自己負担限度額

加入している保険
医療保険と介護保険 後期高齢者医療

制度と介護保険７０歳未満の世帯 ７０～７４歳の世帯

現役並み所得世帯
（上位所得世帯）

１２６万円 ６７万円 ６７万円

一般所得世帯 ６７万円 ５６万円 ５６万円

市民税
非課税世帯

Ⅱ

３４万円

３１万円 ３１万円

Ⅰ １９万円 １９万円

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

総
務
課
（
内
線
５
６
０
・
５
６
１
）

　
市
で
は
、
次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
・
人
数

○
幼
稚
園
教
諭
　
若
干
名

○
保
育
士
　
　
　
若
干
名

■
賃
金
　

　
７
０
７
０
円（
日
額
）

※
勤
務
時
間
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

■
応
募
要
件
な
ど

○
幼
稚
園
教
諭
免
許
、
ま
た
は
保
育
士

登
録
を
有
す
る
方

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

■
応
募
方
法

　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
許
証
、
資
格
者
証
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

　
２
月

２４
日
㈮

※
募
集
人
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
随
時

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
人
事
担
当

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

手
続
き
（
裁
定
請
求
）
が
必
要
で
す

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
６５

歳
に
な
っ
た
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
手
続
き（
裁
定
請
求
）が
必

要
に
な
り
ま
す
。

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
に
つ
い
て

【
年
金
が
受
け
ら
れ
る
方
】

　
年
金
が
受
け
ら
れ
る
方
に
は
、
誕
生

日
の
約
３
カ
月
前
に
、
日
本
年
金
機
構

か
ら「
裁
定
請
求
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

必
要
な
個
所
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、

戸
籍
謄
本
な
ど
の
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
日
や

書
類
の
提
出
日
は
、
誕
生
日
の
前
日
以

降
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
誕
生
日
に
な
っ
て
も
裁
定
請
求
書
が
届

か
な
い
方
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
送
付

さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

松
山
西
年
金
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
年
金
記
録
を
確
認
し
た
い
】

　
裁
定
請
求
す
る
前
な
ど
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
確
認
す
る
方
法
と
し
て
、

家
に
送
ら
れ
て
く
る「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
を
見
て
も
ら
う
ほ
か
に
、「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
年

金
記
録
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
も
の

で
す
。
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
利

用
で
き
な
い
場
合
は
、
市
の
担
当
窓
口

で
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
本
人
確
認

で
き
る
も
の（
保
険
証
・
免
許
証
な
ど
）、

年
金
手
帳
、
認
印
を
持
っ
て
健
康
保
険

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
松
山
西
年
金
事
務
所（
☎
９
２
５
ー

５
１
０
５
）、
ま
た
は
健
康
保
険
課

平
成
２３
年
４
月
診
療
分
か
ら
対
象
で
す

小
学
生
の
入
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　
平
成
２３
年
４
月
診
療
分
か
ら
小
学
生

の
入
院
で
支
払
っ
た
医
療
費
を
申
請
に

よ
り
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
小
学
生

■
助
成
金
額

　
病
院
で
支
払
っ
た
保
険
診
療
の
自
己

負
担
額
か
ら
、
高
額
療
養
費
や
付
加
給

付
な
ど
の
金
額
を
差
し
引
い
た
額
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書（
診
療
点
数
が
記
載
さ
れ
た

も
の
）

・
認
印

・
児
童
の
健
康
保
険
証

・
保
護
者
名
義
の
振
込
口
座
が
分
か
る

も
の

■
申
請
窓
口
　
健
康
保
険
課
、
ま
た
は

各
地
域
事
務
所

※
受
給
資
格
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
入
院
期
間
が
長
く
な
り
、
支
払
い
が
高

額
に
な
る
場
合
は「
限
度
額
適
用
認
定

　
証
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
診
療
月
の
翌
月
か
ら
６
カ
月
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。



つながって 支えあって 消費者力

伊予市消費者相談窓口からのお知らせ

家庭内は危険がいっぱい

①ガスや石油を使う時は必ず換気しましょう。

②暖房機器の取り扱いは正しく安全に！

　・給油は火を消してから行いましょう。

　・ストーブの上で洗濯物を乾かさない。

③長く使っている製品に気を付けて！

　・部品が劣化し、火災の危険があります。

　・異常があればすぐ使用を中止する。

④電源プラグにほこりがたまっていたり、たこ足

配線になっていたりしませんか？

　正しく使えば防げる事故があります。取扱説

明書をよく読んで使用しましょう。

悪質商法・多重債務などで困った時は、まず相談！

産業経済課　消費者相談窓口

専用電話　☎９８２－１２８９
月・水・金曜日は専門の相談員が対応します。

い～よ！いよしの

育食 物 語

～みどり保育所ピザ焼き体験談～

　みどり保育所の子どもたちが、石窯を使ったピ

ザ焼き体験をしました。

　生地から作り、丸めて延ばし、トッピングをし

て石窯で焼き上げます。作業を任せられた子ど

もたちは、普段見られないような力を発揮し頑張

ります。作り上げる達成感と感動を体験するこ

とで自信を持ち成長します。

　自分たちで作った熱々ピザはとてもおいしく、

楽しそうに会話も弾みました。

食育に関するお問い合わせは

伊予市保健センター　☎９８３－４０５２

買い物や食事作りのお手伝いに子ど

もが関われる場面を増やし、自分で食

事作りができる力を身に付けていき

ましょう。

佐
さ い き

伯 矩
ただす

 博士

市
営
住
宅
に
入
居
を
希
望
す
る
方

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

都
市
整
備
課
（
内
線
５
９
５
）、
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所

　
平
成
２４
年
度
の
市
営
住
宅
入
居
希
望

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

■
入
居
申
込
資
格

○
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
る
こ
と

○
現
在
、
住
む
所
に
困
っ
て
い
る
こ
と

○
同
居
を
予
定
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

（
条
件
に
よ
り
単
身
も
可
）

○
世
帯
全
員
の
所
得
月
額
が
基
準
額

（
１５
万
８
千
円
、
ま
た
は
２１
万
４
千
円
）

以
下
で
あ
る
こ
と

○
地
方
税（
市
税
）を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

○
い
わ
ゆ
る「
暴
力
団
員
」で
な
い
こ
と

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
家
賃

　
入
居
す
る
者
の
所
得
や
対
象
住
宅
の

立
地
条
件
な
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
選
考
方
法

　
住
む
所
に
困
っ
て
い
る
度
合
い
に
よ

り
選
考
し
難
い
場
合
は
、
公
開
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
空
き
戸
数
が
な

い
場
合
は
、
補
欠
入
居
者
と
し
て
抽
選

で
入
居
順
位
を
決
め
ま
す
。

※
母
子
、
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
世
帯
な
ど

に
つ
い
て
は
、
入
居
順
位
の
優
遇
が
あ

り
ま
す
。

■
応
募
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈬
～
１７
日
㈮（
８
時
３０
分

～
１７
時
１５
分
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
。）

■
応
募
手
続
き

　
都
市
整
備
課
、
ま
た
は
各
地
域
事
務

の
窓
口
で
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
説

明
書
類
を
確
認
し
た
う
え
で
申
込
書
に

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
整

備
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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　伊予市役所　　　〒７９９－３１９３  伊予市米湊８２０番地

　中山地域事務所　〒７９１－３２９２  伊予市中山町出渕２番耕地１２０番地

　双海地域事務所　〒７９９－３２９２  伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

■募集対象住宅

本庁地区 中山地区 双海地区

団地・住宅

安
広
団
地

新
川
団
地

鳥
ノ
木
団
地

門
前
住
宅

竹
之
内
団
地

豊
岡
団
地

寺
尾
団
地

下
灘
団
地

二
瀬
団
地

あ
か
ね
団
地

夕
や
け
団
地

双
海
団
地

住

宅

基

本

情

報

建築年度 Ｈ１４ Ｈ７
Ｓ４８～
５４

Ｈ１４ Ｈ８ Ｈ２
Ｓ５１～
５３

Ｈ１８ Ｈ１３ Ｈ１０ Ｈ８ Ｓ４７

家賃目安
２３～
５６千円

２０～
４１千円

９～
２６千円

１３～
４８千円

１２～
３９千円

１８～
３６千円

１１～
２４千円

２０～
３９千円

１９～
３７千円

１８～
３４千円

１８～
３５千円

４～
８千円

住居形態
３ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ

３ＤＫ
２ＤＫ

３ＤＫ
３ＬＤＫ
１ＤＫ

３ＬＤＫ
１ＤＫ

３ＤＫ ３Ｋ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ２Ｋ

浴室・トイレ 有 有 有（※） 有 有 有 有（※） 有 有 有 有 有（※）

エレベーター 有
１棟有

２棟無
無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

駐車場 有 有 有 有 有 有（少） 有 有 有 有 有 有（少）

その他 電化 電化 ― 一部電化 一部電化 ― ― 電化 電化 ― ― ―

※空き状況は、退去者の発生や、り災者対策による入居などにより変更となる場合があります。

※家賃目安は、入居者資格内における家賃額の幅を表記しています。家賃額は所得によって変動します。

※鳥ノ木、寺尾、双海団地の浴槽・給湯設備は、入居者による設置・管理となります。

※駐車場は、満車の場合があります。

対
象
は
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

特
別
還
付
金
を
支
給
し
ま
す

税
務
課
（
内
線
５
３
３
）、
長
寿
介
護
課
（
内
線
５
５
９
・
５
６
２
）

　
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る

生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
、
贈
与
な

ど
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な

い
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
、
相
続
、

贈
与
な
ど
に
係
る
生
命
保
険
契
約
等
に

基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成

１２
年
分
以
降
の
市
・
県
民
税
の

特
別
還
付
金
の
受
付
事
務
を
す
で
に
開

始
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
国
民

健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

も
特
別
還
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
は
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
国
民
健
康
保
険
税

　
平
成

１２
年
分
以
降
に
生
命
保
険
契
約

等
に
基
づ
く
年
金
を
受
給
し
て
い
た
ご

遺
族
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
所
得
に
国
民

健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
世
帯

の
納
税
義
務
者

○
介
護
保
険
料

　
平
成

１２
年
分
以
降
に
生
命
保
険
契
約

等
に
基
づ
く
年
金
を
受
給
し
て
い
た
ご

遺
族
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
で
介
護
保
険

料
が
減
額
と
な
る
方

■
必
要
書
類

・
所
得
税
の
特
別
還
付
金
の
支
給
決
定

通
知
書（
税
務
署
か
ら
交
付
さ
れ
た
書

類
）の
写
し

・
特
別
還
付
金
の
額
の
計
算
明
細
書（
税

務
署
へ
提
出
し
た
書
類
）の
写
し
な
ど

※
税
務
署
か
ら
所
得
税
に
係
る
特
別
還
付

金
の
支
給
決
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
、
生
命
保
険
会
社
か
ら
通
知
さ
れ
た

所
得
の
変
動
が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
間

　
平
成
２４
年

１２
月

１０
日
㈪
ま
で

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

○
国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課
国
民
健

康
保
険
税
担
当

○
介
護
保
険
料
…
長
寿
介
護
課
介
護
保

険
担
当



皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す

平
成
２３
年
中
の
火
災
発
生
・
救
急
出
場
状
況
報
告

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１２月末日現在）

種別 １２月分 累計

火 災

件 数

本庁 ３

３

本庁 １２

１５中山 ０ 中山 １

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １１７

１５４

本庁 １，４０５

１，８４５中山 １１ 中山 １８８

双海 ２６ 双海 ２５２

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

■
火
災
の
発
生
状
況

　
平
成
２３
年
中
に
お
け
る
伊
予
市
の
火

災
件
数
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
全
国
の
火
災
統
計
に
よ
る
と
、
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
は
建
物
火
災
に
よ
る

総
死
者
数
の
約
９
割
を
占
め
、
死
亡
原

因
の
約
５
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

で
す
。

２０１２．２ 広報いよし (16)

しせいニュースしせいニュース

■火災発生状況

区　　分 平成２２年 平成２３年 前年比

件　数 １０ １５ ５

損害額（千円） ６，９３６ ２３，５２２ ―

建
物

件　　数 ４ ９ ５

焼 損 面 積（㎡） ３４０ ５２３ 　―

焼損表面積（㎡） ０ ５７ ―

損  害  額（千円） ３，６１５ ２３，２０７ ―

林
野

件　　数 ０ １ １

焼 損 面 積（ａ） ０ ０ ０

損  害  額（千円） ０ ０ ０

車
両

件　　　数 ４ ３ △１

損  害  額（千円） ３，３２１ ３１５ △３，００６

船
舶

件　　　数 ０ ０ ０

損  害  額（千円） ０ ０ ０
そ
の
他

件　　　数 ２ ２ ０

損  害  額（千円） ０ ０ ０

り災世帯数 １ ８ ７

り 災 人 員 ５ ２５ ２０

負 傷 者 数 ４ １ △３

死　　　者 １ ０ △１

※調査中の建物火災１件分の焼損面積、焼損表面

　積、損害額は未計上。

■地区別火災発生件数

地　区 平成２２年 平成２３年

本庁地区 ６ １２

中山地区 ２ １

双海地区 ２ ２

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注

意
か
ら
発
生
す
る
も
の
が
大
半
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
命
や
財
産
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
こ
と
を
心
掛
け
、
火
災

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
救
急
車
の
出
場
件
数

　
平
成
２３
年
中
の
救
急
出
場
件
数

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
搬
送
人
員

１
７
８
８
人
は
、
市
民
２１
人
に
１
人
が

救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
搬
送
人
員
の
う
ち
、
軽
症
者

が
５４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
誰
で
も
要
請
さ
え
す
れ

ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
一

部
で
は
、
救
急
車
に
頼
ら
な
く
て
も
よ

い
軽
い
症
状
の
方
の
利
用
や
ど
こ
の
病

■出火の原因と件数

原　因 件  数

排気管 １

電気配線 １

電気コード １

摩擦熱 １

放火の疑い １

たき火 ２

不明 ７

合　計 １４

※調査中の建物火災１

　件は未計上。

院
に
行
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
な
ど

の
安
易
な
要
請
も
あ
り
ま
し
た
。

　
救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な
ど
で
緊

急
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。
緊
急

で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る

と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
け

が
や
急
病
が
発
生
し
た
場
合
、
遠
く
の

救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到

着
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行

け
る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
公
共
交
通

機
関
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■救急車の出場件数

平成２２年 平成２３年 前年比

出場件数 １，７８３ １，８４５ ６２

搬送人員 １，７２３ １，７８８ ６５

■搬送人員の内訳

内　訳 人  数

急病 １，０６２

一般負傷 ２９０

交通事故 ２１８

その他 ２１８

合　計 １，７８８


